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１．授業の概要 ～教材～
「金属樹」
・直接観察できる
・結果が見やすい
・条件制御しやすい
（金属板の種類・水溶液の濃度・種類・量など）
・課題を設定し、実験を計画・検証しやすい

生徒が主体的に学ぶことができる教材



１．授業の概要 ～環境～
「ホワイトボード」
・グループ内の
意見交流の促進

「端末」
・他グループとの意見交流の促進
Padlet

生徒が対話的に学ぶことができる環境



気づき

課題設定

仮説

１．授業の概要 ～探究学習～

実験

まとめ

伝える

＝ふりかえり

本時

実験計画

前時前々時



２．授業の様子 ～本時～



２．授業の様子 ～本時～

Zn Fe

１班

Zn Al

２班



２．授業の様子 ～本時～
・イオン化傾向の差
・金属の粒子とイオンの粒子が接する面積
・イオンの数

イオン化傾向の差が大きいほど、金属の粒子と
イオンの粒子が接する回数が多いほど、析出す
る量は多い



３．その後の様子
・各グループの実験の様子、まとめをPadletを
用いて交流

・粒子モデルを使って「金属樹」の仕組みを説明



４．成果

・目的意識をもって授業に取り組むことが
できた

・自分の考えや意見をもち、交流することで
深めることができた

・仮説を立てることでこれまで習ったことを
いかす経験ができた



５．課題
・課題を設定する難しさ
・自分の考えを表現することが難しさ
・自分の考えに自信がなく、誰かを頼ってしまった・継続したトレーニングが必要

（特に気づき・課題づくり・仮説をたてる）
・自分の考えを表現する方法のトレーニング
が必要

（文章表現・粒子モデル など）


